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性の健康について
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⚫ 中部地方の中高生や少年院
の子どもたちへの性教育

⚫ 児童相談所やシェルターに
いる子どもたちの診察

⚫ 愛知・思春期研究科共同代
表



（１）性感染症の現状



⚫性器クラミジア
⚫淋病
⚫性器ヘルペス
⚫尖圭コンジローマ
⚫梅毒

どんな順番で多いと思いますか？
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資料：厚生労働省「性感染症報告数の年次推移」2018年

2018年 性感染症定点疾患及び梅毒の報告数
(梅毒のみ全数報告)

定点からの報告総数

全数報告



定点報告と全数報告の違い

●定点報告
全ての医療機関から選ばれた指定届出機関(定点医療
機関)からのみの報告。定点報告数を定点数で割った
数である。つまり、報告平均数になる。

●全数報告
全ての医師に報告が義務づけられている。



性感染症報告数の年次推移

資料：厚生労働省「性感染症報告数の年次推移」2018年

梅毒のみ全数
他は定点あたり報告数



種々の性感染症は
どの年代で多く

どのように変動しているのか？



年齢別性器クラミジア感染症

資料：厚生労働省「性感染症報告数の年次推移」2018年
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資料：厚生労働省「性感染症報告数の年次推移」2018年

10代は減少、その他の
年代は横ばい～増加
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年齢別尖圭コンジローマ
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資料：厚生労働省「性感染症報告数の年次推移」2018年
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年齢別性器ヘルペス
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資料：厚生労働省「性感染症報告数の年次推移」2018年

30代以降で増加
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年齢別梅毒
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資料：厚生労働省「性感染症報告数の年次推移」2018年

全ての年代で急増



粘膜や皮膚の小さな傷から梅毒トレポ

ネーマに感染することにより、慢性の感

染症で何年もかかって進行して行く。

妊娠している人が梅毒に感染すると、胎

盤を通して胎児に感染し、死産、早産、

新生児死亡、児の異常が起こることがあ

る。

梅 毒





梅毒
顔面 痂皮を伴った
潰瘍が多発
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資料：厚生労働省「性感染症報告数の年次推移」2018年



どうしてこんなに梅毒報告数が
増えたのか？？？

１）海外流入説
２）SNS関与説
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1000万人(2013年）
→3100万人(2018年）

（１）海外流入説



性風俗産業の利用は外国人客の
利用を制限していたが、利用を
解禁するようになり、梅毒の有
病率が高い国の旅行者から国内
の性風俗産業従事者への感染が
増え、そこから国内に広まった。

（１）海外流入説



（２）SNS関与説

出会った相手との性交渉を目的としている訳ではない
が、不特定多数の性的接触機会の増大につながり梅毒
患者の増加に影響を与えた可能性が考えられる

Tinder（Tinder社） 2012年

Omiai（ネットマーケティング） 2012年

Pairs（エウレカ） 2012年

タップル誕生（サイバーエージェント） 2014年

ゼクシィ恋結び（リクルートマーケティングパートナーズ） 2014年

with（イグニス） 2015年

引用：鈴木陽介「SNSによる「出会いの変化」が梅毒増加の原因か？」『現代性教育ジャーナル』2019年

婚活アプリ

Pairs(ペアーズ)；利用者1000万人越え



アプリの利用率が高い都道府県程、
人口当たり梅毒の新規報告の割合が
多い傾向がある

まずは海外からの梅毒の流入で
はじまり、その後、SNSを介して
日本人から日本人へ広がっている



出会い系アプリの普及と軸を一にする
ように梅毒患者が増えているというこ
とは、その背後でほかの性感染症も
急増する可能性も高い。
クラミジアなどの性感染症は、症状を
自覚しにくく病院を受診していない
ケースが多いと考えられる。



子どもたちの
SNSでの被害



罪種別の被害児童数の推移(SNS)

引用：警察庁少年課・情報技術犯罪対策課「平成29年におけるSNS等に起因する被害児童の現状と対策について」2019年



学職別のSNSでの被害児童数の推移

引用：警察庁少年課・情報技術犯罪対策課「平成29年におけるSNS等に起因する被害児童の現状と対策について」2019年

高校生と中学生で
9割弱を占める



性器クラミジア感染症



性器クラミジア感染症

今のところは10代の増加は
見られないが、やがて10代

にも
影響は出る可能性は大きい

適切な知識をもって
予防することが大切



（２）子どもたちの
性に対する意識と現状



2018年12月 日本財団が全国の17～19歳
の男女各々400人、合計800人に対して
セックスに対する意識をインターネット
で調査し、結果を発表

⚫ マスターベーション
経験

⚫ マスターベーション
で使用しているもの

⚫ 性交経験
⚫ 性交頻度
⚫ 経験人数
⚫ 初体験年齢

⚫ 避妊の必要性
⚫ 避妊の必要性を感じない理由
⚫ 避妊をする人
⚫ 性病への不安
⚫ 性病罹患経験
⚫ 学校での性教育について
⚫ 性に関する情報源



性交経験

引用：日本財団「18歳意識調査 「第6回 – セックス -」調査報告書」2018年

全体の２３％が性交経験あり
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初体験年齢

初体験の経験は、
17歳が最も多く
24.7％、次いで
16歳（19.8％）
18歳（17.9％）
が多い

（％）



引用：日本財団「18歳意識調査 「第6回 – セックス -」調査報告書」2018年

経験人数

５４%が1人と回答。
男性より女性の方が「1人」と回答している
人が多く経験人数が少ない傾向がみられる

男 女



避妊の必要性

参考：日本財団「18歳意識調査 「第6回 – セックス -」調査報告書」2018年
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引用：日本財団「18歳意識調査 「第6回 – セックス -」調査報告書」2018年

26.9

15.4
13.5

11.5 11.5
9.6

7.7 7.7
5.8

3.8
5.8

0

5

10

15

20

25

30

大
丈
夫
だ
と
思
う
か
ら

面
倒
く
さ
い
か
ら

そ
の
場
の
ノ
リ
を
大
事
に
し

た
い
か
ら

自
分
が
感
じ
や
す
い
と
思
う

か
ら

性
病
の
心
配
は
な
い
と
思
う

か
ら

パ
ー
ト
ナ
ー
に
気
を
使
っ
て

い
る
か
ら

避
妊
の
準
備
を(

コ
ン
ド
ー
ム

や
ピ
ル
等)

を
し
て
い
な
い
…

相
手
が
感
じ
や
す
い
と
思
う

か
ら

い
つ
も
そ
う
し
て
い
る
か
ら

友
達
も
そ
う
し
て
い
る
か
ら

そ
の
他

避妊の必要性を感じない理由
％



男女で差が見られ、男性は75.6％が「自分」
でするのに対し、女性は「パートナー」が
67.6％

避妊をする人



性病罹患経験

引用：日本財団「18歳意識調査 「第6回 – セックス -」調査報告書」2018年
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性病への不安

引用：日本財団「18歳意識調査 「第6回 – セックス -」調査報告書」2018年
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引用：日本財団「18歳意識調査 「第6回 – セックス -」調査報告書」2018年



59.1％ 40.9％全体

役に立った 役に立たなかった

学校での性教育について

引用：日本財団「18歳意識調査 「第6回 – セックス -」調査報告書」2018年



性教育ではどのような内容があればよいか

避妊の必要性、性病の危険性、より具体的な内容、

男女の体の仕組みについてなどが多かった



（３）日本での性教育の現状



性教育を取り巻く日本での歴史

・１９９０年代
１９８０年代のエイズ・パニックをきっ
かけとして性教育ブームが起こる
・１９９２年「性教育元年」
学習指導要領が改訂・施行されて、小学
校から性を本格的に教えるようになった。
・２００３年
都立七生養護学校事件



七生養護学校事件

一部保守系の都議が中心になって
過激な性教育と糾弾し、七生養護
学校に関わる教育関係者が都の教
育委員会によって処分、その後性
教育バッシングが続く。



２００４年；東京都教育委員会が性教育の手
引きを改訂。文科省の定める学習指導要領も、
中学校で「性交」「セックス」は扱わないこ
とになった。
２０１３年；最高裁で教員らの実質的な勝訴
が確定。都議および教育員会が教育の自主性
を阻害し、不当な支配を行ったと認定された。

性教育にも明るい日差しが
見えるかのように思えました



学校での性や月経に関する教育は
どうなっているか
⚫ 性感染症について

新しい学習指導要領は？



中学校の
保健体育の教科書

性感染症に
ついて



性的接触？



膣内性交、肛門性交、オーラルセックス、膣
や肛門を触る、すまた、キス、乳首をなめる

他人の粘膜や皮膚と直接接すること



学校での性や月経に関する教育は
どうなっているか
⚫ 避妊について

新しい学習指導要領は？



現代高等保健体育（大修館書店）

コンドーム 低用量ピル

使用方法と
留意点

●男性の陰茎が勃起状態になってから、性
交前に装着する。装着時には、精液だめの
空気を抜く。

●袋の切り口や爪によってコンドームが傷
つくと、使用中に敗れることがあるので注意
する。

●比較的容易に購入でき、比較的安価であ
る。

●女性が、28日を1周期として21日間服用し、
7日間服用を休止する。

●長期間の使用が可能だが、服用を忘れ
ると避妊効果が期待できない。

●購入には婦人科の診察を受けて処方箋
を出してもらう必要がある。検査費用も含め
るとやや高価である。

性感染症に対する
予防効果

●効果がある。 ●効果がない。

副作用 ●ない。 ●使用開始初期に、気持ちが悪くなる、吐く、
めまい、乳房が張る、体重が増える、頭痛、
性器からの出血などの症状が出ることもあ
る。

引用：平成19年版『最新保健体育』p.64大修書店

コンドームと低用量ピルの特徴

基礎体温や月経周期から妊娠しない日を選んで性交する方法は、周期が変動しやすいため避妊効果は低いといえる。



月経周期
を整える

吹き出物
や多毛の
改善

子宮内膜症
の予防・治療

月経痛を
緩和

貧血の
改善

月経前症候
群の改善

避妊以外のピル
の様々な効果





正しい装着のタイミングや
使用後の処理は？



安全で確実な避妊法とは？



緊急避妊ピルを知っている

出典：若い男女の結婚・妊娠時期計画支援に関するプロ
モーションプログラムの開発に関する研究2014年

高校生 ２２．６％
大学生 ４３．９％



緊急避妊法

あくまでも緊急法で普段には使いません

72時間以内の
避妊が可能。

飲み薬
産婦人科で処方

（5000～
16000円）



万が一レイプ被害など
に逢ってしまった
場合は。。。

シャワーなどを浴びず
にすぐ警察に連絡する。



学校での性や月経に関する教育は
どうなっているか
⚫ 月経痛など月経随伴症状について

新しい学習指導要領は？



小学生：３・４学年で「思春期の体の変化」のと
ころで、男女の特徴、初経・精通など、個人差があ
るものの大人の体に近づく現象であることを理解で
きるようにする。

中学生：「心身の機能の発達と心の健康」のとこ
ろで、思春期は身体的には生殖に関わる機能が成熟
し、男子では射精、女子では月経がみられ妊娠が可
能となることを理解できるようにする。精神的には
自己形成の時期であることを学ぶ。

高校生：ピルについては家族計画で取り上げられ、
緊急避妊ピルについては教科書ではなく図説に掲載
されている。

参考：『小学校学習指導要領』、『中学校学習指導要領』『高校学習指導要領』文部科学省



月経随伴症状および
その対応については
保健の授業では取り
上げられない。



性に関する子供たちの現状と課題
⚫ 性について学ぶことは恥ずべきこ

とではなく、女性の月経や妊娠、
男性の射精についてなどの異性の
体の仕組みを理解して、互いに理
解しあえるようにするべき。

⚫ 性について具体的な知識をわかり
やすく、実際に使えるようなレベ
ルで学べる機会を持つ。



世界での性教育事情

・国際基準（ユネスコ）
2009年に国連教育科学文化機関
（ユネスコ）はWHOと協力し、
「国際セクシュアリティ教育ガイ
ダンス」を発表。2018年1月に改
訂版が出る。



・卵子と精子が結合して赤ちゃんができる
・排卵、受精、受胎、妊娠、分娩など多く
の段階がある

国際基準（ユネスコ）
レベル１(5～8歳)
赤ちゃんがどこから来るのか説明



・無防備な性交は、妊娠やHIVなど性感染症
にかかる可能性がある

・常にコンドームや避妊具を正しく使用す
ると、意図しない妊娠や性感染症を防げる

・低年齢での結婚、妊娠、出産には健康上の
リスクがある

・HIV陽性の女性も健康に妊娠でき、赤ちゃ
んへの感染リスクを減らす方法がある

国際基準（ユネスコ）
レベル２（9～12歳）
妊娠の過程、避妊方法の確認



・妊娠は検査で判定できる兆候や症状がある
・妊娠中の栄養不足、喫煙、アルコールや薬
物使用は胎児の発達へリスクがある

国際基準（ユネスコ）
レベル３（12～15歳）
妊娠の兆候、胎児の発達、分娩
過程の説明



・パートナーとの性的な関係で、双方の合意は
いつも必要

・意図しない妊娠や性感染症を防ぐ方法を事前
に考えることが必要

・すべての人に生殖能力があるわけではない。
不妊に取り組む方法がある

国際基準（ユネスコ）
レベル４（15～18歳）
生殖、性的機能、性的欲求の違い
を区別する



世界での性教育事情

世界中の多くの国では
ユネスコの国際基準に
則って性の健康教育を
行っています。



何が性暴力かを教える

→性暴力加害者も被害者も作らない

被害にあったらどうすればよいか

→泣き寝入りを防いで、
自己肯定感の低下を防ぐ

いつから教えるか？

→幼少期から



小学校4～5年生から性に対し
ての恥ずかしさが生まれるので、
それまでに性の話をしておかな
いと、伝えにくく、子供も受け取
りにくくなってしまう。。



性虐待被害は
小学校低学年で

すでに
始まっている
ケースもある



どのような状況の場合に警察に届
けるべきなのかが分からない
→プライベートゾーンを侵害され
た時

性被害に遭った後、すぐ受診する
女性の方が少ない。→すぐ

誰に相談すればよいのかがわから
ない。→警察または児童相談所



各国の性交同意年齢

・アメリカ
州によって異なる（例：ミシガン州は16歳未
満、ニューヨーク州は17歳未満、カリフォル
ニア州は18歳未満）。
・イギリス：１６歳未満
・フランス：１５歳未満
・ドイツ：１４歳未満
・中国：１４歳未満
・韓国：１３歳未満
・日本：１３歳未満



性交同意年齢が13歳と言われながら
も、学校教育では性については教え
られていない。
今はまだ被害者が泣き寝入りをする
ケースがほとんど。。。

だから適切な性教育が必
要なのです。

http://images2.layoutsparks.com/1/187012/peace-angel-pretty-pink.jpg


教える必要はない

•寝た子を起こすな
•自然にわかる

性教育は寝た子を
起こすのでしょうか？



平成26年2月22日放送「エデュカチオ！」（Eテレ）より



刑法では、「性行為に同意する能力
がある」とみなされる年齢（性的同
意年齢）は、13歳とされている。
それならば13歳までにプライベート
ゾーンや性行為の仕組みや影響につ
いて伝えるのが大人の側の責任。
または性的同意年齢を引き上げる必
要がある。



警察庁科学警察研究所が１９９７～９８年、
強姦や強制わいせつの容疑で逮捕された
５５３人に行った調査

３３・５％
「ＡＶを見て自分も同じことを
してみたかった」と回答

少年に限れば、その割合は
５割近くに跳ね上がる。



ポルノへの若年者の
アクセスを難しくする
（フィルター、年齢制限）
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２０１９

「健康と生存率」、「教育」、

「経済活動への参加と機会」、

「政治への参加」の4つの領域で見た

男女間の格差

日本のジェンダーギャップ
指数はG7で最低



男尊女卑指向が刷り込まれた
社会では認知のゆがみが
是正されず加害者は
生産され続ける



ほとんど、女性を無視した男性目線の情報

インターネット、スマホ、アダルトビデオ
週刊誌、マンガ、ファッション雑誌等々

私たち大人は間違っ
た情報を野放しに

しています

正しい性の知識を
教えることは

大人の責任



⚫ 性のタブー視を改善し、学習指導要領の
改革・変更を！

⚫ 指導方法を充実させるために、外部講師
として助産師・医師らの専門家や思春期
ピアカウンセラーを派遣する団体を公的
に推薦したり、資金面での援助を！

⚫ 教員志望のすべての学生に、リプロダク
ティブヘルス・ライツについての授業を
受けて、学ぶ機会を増やす



（４）性教育以外にも必要な事

⚫ 10代のうちに「妊娠・出産には適齢
期がある」ことや「自分及びパート
ナーの妊娠・出産・育児」について
学ぶ機会を持つ。

⚫ それを踏まえたライフプランニング
を立てる。



体外受精・顕微授精による妊娠・生産率

35歳以降では妊娠率が減少
流産率が上昇





子宮内膜症の30～50％の
患者さんが不妊であり
逆に不妊の女性の25～
50％に子宮内膜症が存在
すると言われています。



平成9年度厚生省心身障害研究報告書
リプロダクティブヘルツからみた子宮内膜症の実態と対策に関する研究より



子宮内膜
（子宮内壁の細胞）

若い女性の月経痛の原因

適度な卵胞ホルモンで
増殖する

溶けて月経血になる



子宮内膜症

子宮の内膜が子宮以外の場所にできてしまう病気。
癒着がひどくなると不妊の原因になる事も。



「My Body & Cycle」より



月経回数
50回

月経回数
450回
「My Body & Cycle」より





月経周期
を整える

吹き出物
や多毛の
改善

子宮内膜症
の予防・治療

月経痛を
緩和

貧血の
改善

月経前症候
群の改善

避妊以外のピル
の様々な効果



10代の若者の結婚・妊娠・出産感

「若い男女の結婚・妊娠次期計画支
援に関するプロモーションプログラム
の開発に関する研究」班
2014年に全国の高校生1866人と
大学生1,189人に対する意識調査



高校生 大学生

男性 女性 男性 女性

いずれ結婚する ７２％ ８１％ ７８％ ９１％

将来子どもが
ほしい

８４％ ８８％ ８６％ ９３％

２５歳までに子ど
もを持ちたい

３０％ ５０％ ７％ １４％

結婚、挙児希望に関する
高校生・大学生それぞれの回答



不安の理由は「金銭的な不安」が
突出して多く、次に「子供を育て
る自信がない」、「妊娠や子育て
の知識や情報の不足」という結果
でした。



高校生 大学生

男性 女性 男性 女性

よく知って
いた

１４％ ２２％ ３０％ ４２％

全く知らな
かった

３６％ １８％ １１％ ６％

Q.女性の妊娠する能力が３０歳を過ぎたころから
少しずつ低下することを知っていますか？



現在の若者は将来の結婚・妊娠を希望する
者が大多数であり、晩産に至るイメージを
持っていない。しかし、将来の妊娠・出
産・子育てについては、金銭的な不安や自
信がないといった回答も多かった。

⚫ 10代のうちに「妊娠・出産には適齢
期がある」ことや「自分及びパート
ナーの妊娠・出産・育児」について
学ぶ機会を持つ。

⚫ それを踏まえたライフプランニング
を立てる。



まとめ



⚫ 梅毒の増加が目立つが、今後はSNSの利
用の増加とともに、他の性感染症も10
代でも増加する危険性がある。

⚫ 初交が最も多いのは17歳。性の情報は
Webサイトや友人など不正確なところか
ら得ている。

⚫ 約6割は学校の性教育が役に立ったと考
えているが、その内容については課題
が残っている。



性のトラブルを未然に防ぐために
必要なことは幼少期からの性教育。
しかし日本の性教育は世界基準に
達していない。
異性の体の仕組み、より具体的で
実際に使える知識、性は恥ずべき
ものではないことなどを子どもた
ちが学べる機会を増やす必要があ
る。



山﨑明美さんのブログホームページより引用

スウェーデンのユースクリニック

ソーシャルワーカや処方ができる
資格のある助産師がいて、親に了
解を取らなくても無料で性感染症
の治療や避妊などの対応ができる。



学習指導要領を超えて子ど
もたちに性の知識を伝えら
れるような、子どもたちが
相談できるような場所が学
校の中にあってほしい



最後に



愛知私学研究会が２０１１年に愛知県
内の私学の高校生に対して性に関する
アンケート調査を実施してから8年経
過し、毎日の私の診療で出会う患者さ
んたちにも様々な変化が見られるよう
になりました。
今回は愛知・思春期研究会と共同で、
新設項目を増やしてアンケート調査を
始めています。



新設項目
• ピル、緊急避妊ピルについての知識
• 何歳までに子どもを産み終えたいか。
• 不妊症の知識について
• リストカットやオーバードーズにつ

いて
• 性的被害について
• マスターベーションについて
など



私学以外の高校でも実施
をお願いしたいです

実施後配布用
解説プリント
もついてます

愛知・思春期研究会
Hpからまたは咲江LC
にご連絡下さい



愛知・思春期研究会、愛知私学性教育
研究会と共同で今年春～秋ごろに性教
育フォーラムでその結果を報告します。
詳細は愛知・思春期研究会のHpにやが
て掲載いたします。

乞うご期待ください



ご
静
聴
あ
り
が
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う
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ま
し
た


